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研究成果の概要（和文）：本研究では、情報を発見し取得する能力（ファインダビリティ）に着目し、能力格差により
情報取得に偏りが生じないブラウザベースのマルチスクリーンシステムを提案した。提案するシステムは、提示された
気になる情報をタップするだけで、関連する情報をつぎつぎと引き出すことができる。また、それらの関連情報を身の
回りにある異なるスクリーンに直観的なインタフェースで表示させることができる。さらに、本研究成果を実装したシ
ングルボードコンピュータをドローンに搭載することで、スマホを持つ複数のユーザにテンポラリに情報を共有できる
システムの開発を行いその有効性を検証した。これは事故や災害時などの情報共有に役立つ。

研究成果の概要（英文）：I proposed a Multi-screen System focused on findability based on Web 
technologies. This system allows us to retrieve information without typing-in search key words. It also 
allows us to see retrieved information via multi-screen environment based on the intuitive user 
interface. I showed an information finding model as a fundamental concept of this system, system 
configuration and user interface. I believe that this system will solve the problem of information 
retrieval capability differentials among users. I implemented these research results into a single board 
computer which has been attached on a drone. It makes possible for some persons who have smart phones to 
share information temporary. This system can be effective during serious situation like an accident or 
disaster.

研究分野：情報ネットワーク

キーワード： マルチスクリーン　HTML5　ユーザインターフェース　マルチモーダルユーザインターフェース　Web技
術　ドローン
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１．研究開始当初の背景 
ネット上のコンテンツや Web サービス（今

後これらを総称して“情報”と呼ぶ）を利用
するユーザ層が拡大してきている。それに伴
い情報取得・利用に関する能力格差により取
得情報の偏りが生じている。この問題を解決
するために情報フィルタリングが注目を集
めている。情報のフィルタリングにおいては、
ユーザが働きかけた情報のうちどの情報を
用いてフィルタリングするかがポイントと
なり、以下のような研究がある。 
・購入商品：購入商品履歴に協調フィルタリ
ングを適用することで、購入商品に着目した
フィルタリングを行う。（Malone,et al. 
CSCW’86.1986） 
・検索キーワード：ユーザが入力した検索キ
ーワードの分析により、検索キーワードに着
目したフィルタリングを行う。（Kawai,et al. 
IEICE Trans.2010） 
・センサ情報：ユーザが身に着けたセンサか
らの情報分析により、ユーザの物理的動作に
着目したフィルタリングを行う。（Murao,et 
al. ISWC 2010) 

しかし、これらの既存研究は、対象として
いるユーザ行動が限定的であり適用範囲が
狭いという問題がある。 

 
２．研究の目的 
本研究では、ユーザ行動の指標として

「Web 閲覧」に着目した。現状として、ユ
ーザは、Web ブラウザを介して商品を購入し
たり、情報を検索したりするだけでなく、音
楽・動画像の視聴や SNS をはじめとするソ
ーシャル系サービス等を利用している。これ
らの行動パターンをフィルタリング対象と
することで適用範囲を拡大する。さらに、フ
ィルタリング結果に基づく情報提示のユー
ザ適応を Web ブラウザにより実現すること
で、それぞれのユーザに適応する新たな Web
ブラウザの実現を目指すものである。 

 
３．研究の方法 
 以下に示す 2つの具体的なユースケースに
基づいて研究を進める。 
(1)リビングにおける情報活用を想定したス
マートＴＶユースケース 
複数の TV モニタと各ユーザが持つタブレ

ット PC の利用を前提としたユースケースで
ある。具体的には、タブレット PC のブラウ
ザを起動するだけで、今流行りのキーワード
が表示され、それらに関連したソーシャル動
画のサムネイルやユーザが撮影した写真、関
連する書籍などの商品一覧が表示される。そ
れらの情報をタブレット上で操作すること
で、ソーシャル動画や写真を異なる TV モニ
タに表示させたり、商品の詳細情報をタブレ
ット PC 上に表示させたりして買い物を行う
ことができる。これらの提供情報は、利用す
るユーザ毎に異なり、同じユーザであっても
利用状況により変化する。 

(2) 乗用車内における情報活用を想定した
スマート Carユースケース 
 予期せぬ渋滞や、台風や大雪などの異常気
象、地震や津波などの自然災害時に、自車を
起点とした周囲の状況を把握し、他者の乗員
を含めて情報提供できる仕組みを考案する。
具体的には、何らかのインシデント発生時、
ドローンを飛ばすことで、周囲の状況を把握
し、それを Webブラウザ向けに情報提供する
仕組みを確立する。 
 
４．研究成果 
4.1 リビングにおける情報活用を想定した
スマートＴＶシステム 
(1)ファインダビリティに着目したスマート
TV システムの開発 
本システムは、タブレット PC のブラウザ

を起動するだけで、今流行のキーワードや最
新ニュースタイトルが表示され、それらに関
連したソーシャル動画のサムネイルやユー
ザが撮影した動画像、関連する書籍などの商
品一覧が表示される（図 1）。それらの情報を
タブレット上で操作することで、ソーシャル
動画や写真を異なる TV モニタに表示させた
り（マルチスクリーン）、商品の詳細情報を
タブレット PC 上に表示させたりして買い物
を行うことができる（図 2）。本システムは、
すべて HTML5をはじめとする次世代 Web技術
を用いて実装した。本成果は、2013 年 10 月
に 2nd IEEE Global Conference on Consumer 
Electronics で発表した。 

 

図 1 タブレット操作画面 

 
図 2 マルチスクリーン 

 



(2)ファインダビリティに着目したマルチス
クリーンシステムの開発 
上述したシステムに、Facebookを連携させ

た。これにより、該当ユーザにパーソナライ
ズされた情報のフィルタリングが可能とな
った。また、本システムを Amazon Web Service
上に構築することでパブリッククラウド上
での運用を可能とした。本成果は、2013 年
12 月に電子情報通信学会ライフインテリジ
ェンスとオフィス情報システム研究会（ＬＯ
ＩＳ）で発表した。 
(3)マルチモーダルなスクリーンデバイス連
携システムの開発 
上述したシステムに、タブレット上での

Drag&Drop の他、モーションセンサによる操
作や音声による操作を可能とするマルチモ
ーダルなインターフェースを実装した（図 3）。
本成果は、2014年 2 月に映像情報メディア学
会・コンシューマエレクトロニクス研究会
（CE）で発表した。 
(4)スマート教育支援環境への適用 

一般教養教育向け既存教育コンテンツに
手を加えることなく、タブレットや電子黒板、
WiFi環境が装備された環境で、スマート教育
を実施するためのクラウドベースの支援シ
ステムの開発を行った（図 4）。このシステム
を長崎県下の実際の高校で試用することで
評価を行いその結果を 2014年 10月に教育学
習支援情報システム研究会で発表した。また、
本システムを Saas 型のシステムとして提供
可能なことを示した論文が 2015 年３月で開
催された IEEE Mobile Cloud にフルペーパと
してアクセプトされた。さらに、これをフレ
ームワーク化し、その改変時の生産性で評価
した論文が情報処理学会論文誌から条件付
き採録（再審査中）となった。 
 

4.2 乗用車内における情報活用を想定した
スマート Carシステム 
(1)Web ブラウザで操作可能なラジコンカー
の開発 
 自作したラジコンカーにカメラ付シング
ルボードコンピュータ（Raspberry Pi）を搭
載し、無線 LAN 基地局、Web サーバ、映像ス
トリーミング機能を実装した。これにより、
スマートホンの無線 LAN機能と Webブラウザ
を利用することで、ラジコンカーのコントロ
ールとラジコンカーからの映像を見ること
ができる。 
(2)ドローンによるローカル情報共有システ
ム 
市販のドローン（DJI Phantom 2）にカメ

ラ 付 シ ン グ ル ボ ー ド コ ン ピ ュ ー タ
（Raspberry Pi）を搭載し、無線 LAN 基地局、
Web サーバ、映像ストリーミング機能を実装
した。これにより、Web ブラウザが搭載され
たスマートフォンのみで上空からのストリ
ーミング映像を共有できることが確かめら
れた。また、本システムを利用した評価実験
を行い、ドローンとスマホ間距離、映像のフ
レームレート、同時接続数に関する実測を行
った。その結果、距離 50ｍ、フレームレート
15、同時接続 5台という条件において上空か
らの映像をストレス無く共有できることが

 
図 3 マルチモーダル UI 

 
図 4 スマート教育支援システム 

 
図 5 ブラウザで操作可能なラジコンカー 

 
図 6ドローンによるローカル情報共有シス

テム（ドローン背面） 



確かめられた。本評価結果については、2015
年秋に国際会議で発表する予定である。 
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